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緒言

 皮層の同種移植は,一般には,成功しないと言うのか定説になっている。しかるに眼瞼では,

 これが臨床的に生活したかの如く見える事が少なく左い。この串・実を説明するのに「遷延性拒否

 反応」在る概念が眼瞼にも適用された。我々は,眼瞼に見られるこの特異な現象に蒲目し,眼瞼

 皮膚には,他部と異って左んらかの生着し易い条件があるのか,又は少左くとも順皮片の延命し

 易い条件があるのでは左いかと考え,この点を実験的に究明せんとして,家兎の眼瞼に同種全層

 皮屑移植を施行し,その結果を先に予報として発表した。今回も引き続き同じ目的で,以下に述

 べる予備実験を行い,後述する様に,眼瞼の同種植皮膚は,平均して背部のそれよりも生着期間

 が長い事を肉眼的に確認した。そこで本実験に於いて,更にその理由を解明すべく,植皮片内の

 血管系再建の態度を主として検討し,2,5の知見を得た。尚これらの実験に先き立ち眼瞼植皮

 法についても検討を加えた。

 実験'動物及び実,験方法

 体重5Kg前後の成熟白色家兎。自家膿皮群は,上下眼瞼の交換と,体正中線で対称的な左右背

 部皮商の交換を同時に行い,同種群では,2羽を1組として同様友処置を施し,更に第5群には

 同種移植後テキサメサゾンα5寵9/ゆ/dayを手術当日より投与した。植皮は全層皮膚,su-

 Prapannieular,180度回転順え込み,fi七tedBtyie,nodres8ingとし,藤井

 らの方法に従って。τゴ.Uca・1な最初の2週間を肉眼的に観察した。本実験では,同一又は1組の

 家兎について2日置きに4回植皮を行い11日目に開胸,経心的に家兎の全身に墨汁を注入し,SP-

 al七ehorz氏注に準じて,透明標本を作製した。標本は平面的に,文中物寵の切片として側面か

 ら,1写真撮影を行った。

実 験 結 果

 1)自家全∫酬真皮片は,外科的手技に失敗のない限り眼瞼であっても背部てあっても生治する。

 2冷願全層欄支片はン眼瞼であっても背部であっても一旦加茸ia枕ake後≒脱落するか乾燥壊死化し

 てその局所に留まる。拒否の始まる迄の時間は,全例に於いて眼瞼が遅い。5)同種植皮後デキサ

 毅一与群にあって猛,眼瞼の方が背部より僅かに生首峯が高レ・。4)テキサは,経口投与よりも局

 一254一



 中止すると,眼瞼に於いても背部でも典型的左遷延性拒否反応の発現を見る06)自家植皮片に

 於ける血管系の再建は,術后48時間頃より現われる,内腔が赤血球でみたされた血管系(B系

 と略す)と,術后5日日頃より出現する墨汁によって充満された血管系(工系と略す)とよりな

 る。眼瞼に於いては,術后2日目にすでにB系血管を認め,これは5日目でや、増加し,管腔も

 拡張蛇行を増すが,8日日頃よ勿消失し始める。一方工系血管は5日日頃,植皮片の側面と埴床

 部の交叉する辺鄙より植皮片内に侵入し始める。工系血管4B系と畦道に始めや、拡張している
 が次第に内腔が狭細となり,枯れ枝状の屈曲を示し遂に栖皮片外の』豆管と同じ形態となる白いぐ

 つかの写真で両者の移行部を見る事が出来る。この群は工系の進行が次第咋B系を圧倒していく
 pat七ernと言える。又背部殖皮片との間に大きな相違を認めない。次に同種植皮群に於いて

 特徴的な事は前者とは逆に常に一方的にB系の変化が進行する事であろう'08日日頃にはB系血

 管内には,多致のσ且栓を認め遂には瀰漫性の出血を来たすに至る。併しながらB系珀1管の侵入を

 も認めるので同種晦皮片内には紺生面管は侵入せぬと言う説は当らない。又工系血管の侵入が眼

 瞼に於いては常に背部よりも強い串も判明した。第3のデキサ投与群にあっては,B系の軌管破

 綻～の加速と工系の血管新生の過程が,全く独自に進行する。そして植皮片が土着するか否かは

 両者のバラ.ンスの上に立っている様である。これらの群に於いても,血管系の初期変化は眼瞼部

 に於いて早いが以後の変化には統一達がすくない。

 軽察並びに結論

 我々は以上の実験を眼瞼皮膚が広く充分な材料が得られる点を第1に考慮して家兎を選んだ。

 又家兎は純系では請いが,夫看の一・羽又は一組の眼瞼及び背部の植皮片については遺伝因子・的条

 性が全く同じである点に注目してこの実験を施行した。血管新生の動的研究にはGOnwayらの

 配ran8paroロtti8guoehamber,COnvors9ら(つSterGomicrO8COpo,

 倉田のP殺移行率測定等のすぐれた碩究があるが,夫々欠点がないわけでもない。Conway

 の方法ば著者自身も指摘している様に・移糖片が半透明で植皮床からの新生血管弔観察が困難で
 ある。・Oon▽or臼。の方法にも同じ欠点がある。倉田の方法では血管新生の細部は全ぐ不明であ

 り,且つ植皮片から材料を小さく切り出惑ねぱならない所に難,点がある。我々の方法では色素注

 入時に不自然な圧がか』り,叉鋤約研究が出来きねと言われるが,その点に留意し細心の観察を行

 えば充分その欠点を補って余りがある。一般に中間層同種植上気は何処であっても拒否反応が遷延

 性に経過すると言われろ。我々の実験結果から考えるに,眼瞼の同種植皮に於いても似た様な機

 作が働くものと思われる。即'らその解剖学的特性から術後のfユ行が背部よりも早期Fこしかも良1塩こ

 ,そり事が紬皮君寵lil、3乏の醤性低下な防ぎひいて出躍履の同種植片皮を鍾命させ'る一

 因ともなると'1括、野、る。

 従って,ひと⊂娯瞼に於いても雲111イi的に疑適する様1養現象は充分起り得・しかも説明し綴るものである。
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 審査結果の要旨

 戟器移植の基礎とも見倣し得る皮層移・1'亘の瞬発に関しても,現在なお多くの不明な木舞決の問

 1愚ど含んでいる。たと、えぱ,皮1冒移植は極と!1一て特殊た場合を除いては生活しないと'語'われている

 1〆こもカ・力耐つらづ'ご,誓艮11窺に1・直皮さ才L7'こ酔」・f進度ll擁月一カ雪ll兄要唇づ一るこ,となく長くそ∫の声善、1近}一こ官立まりi叢言出ミ白勺

 r〔主清した様1て見えることが知られているか,その理由は現在も不明とさ汎ている。

 ..∫f者はこの問題を解明する目的て',眼瞼f惑.耳⊃特頚」生の有無1〔ついて実験した。家}=と恨瞼1に一

 )蓮の型式に:よる本直皮(自家同種,,及.び1司・・重鑑皮後Steroid二度一与.)を行レ・,背音1二とψ)上ヒ較検討乞

 試み,更に植皮後の皮片内の血管系のll肺llについて実験奮行い,種々の興賑ある,所見を得丸

 本論文は,且輪からなり,その前半に於いて'方法論が詳細匿述べられている。即ち著者の新しく

 行った眼瞼植皮法及び透サゴ標本作製法について些細に考案を加え,これらの笑,験結果について後

 手に述べられている。'まず第一γ⊂眼瞼皮層に於いては,背部に.較べて明らかな植皮片の延命効果

 があることを鐙、出した。これらはDexa膨痔h&SOne錠/斐善時に一1・、・㌧ll明らかな差となって現わ

 れるが,D・⊃xa,m.の局所投.与は効3費力逼窺てとll三1刀で,投一与料餐燕中1依両者ともよぐ生完壬して差がなレ、。

 即ち,皮層移植の抗原抗体反応を押えるためのS七e1℃ir主剤は,号吾所投与が豊酸しいことが分'つた⊂、

 5週目【Dexamの'投与を中止すると,植皮片は遷延性に癖炭化のi{二乏向をたどり,丁度ひとの眼

 瞼の1同種躯1皮に兄られる状態を再説していく。次に眼瞼と背部との両にこの1シ喪表・差iの.生ずる理由

 につ七八て角準明するため葦f者1・ま血管内墨判-注入後の透ヒll」線本の杉1…二葉を行レ穴・,.1'亘、1父片口内に方聾する」重し官:

 系の再建の悪夫鹿の相違を重視した。即ち限1・勲【於いてはド1・1破片内への血書新生は,常に背部のそ

 れよりも良好且つ多量であるという事実を指摘し,この串が1・、ri皮片の{1'且諮三イ上k下を防ぐ.Dで甚)ろう

 と推i挿讒した。また同種枢皮内にも〔眼1搬であれ二1.手書βで'めれ〕血管1強再建されることから,1同種杜t

 皮片の脱落は枢皮片への血管侵入の失敗によるというOOnv・ayの説に反対した。又血管種姓に

 失敗した植皮片は脱沼1が一早いこと,S七eroidは枢反片に於いて錠、られる墨汁の充填されない麗

 鶴居B系血管;と略す)よりのび'艘ll注浸出性出搬を防いでいる輩1をも証明した。更1て目家,同種,

 i司種・植皮後Dexam`投1」、の5群についてi班甘系再建・D状態に著しい相違のあることを指摘したG

 即ち自i家植皮群では墨汁に充填され.る鯉.・露〔工系)が漸次植皮片を占有していくに反し}

 移植群ではB系血管の増殖から破綻出」虹化の過程が特徴的である。更にDexam.を投与するとB

 系の破綻がよく押えられ.ている等々の裏∋一・こが立証され秘

 これらの実験結果は,ひとの眼瞼に於いてi司、腔肩1工皮片が臨床的に生着していることの説明を与

 .え.る幾つかの素材を提・供し,皮膚移イ直から.見た服1嶺の牛細紐生を・ξ1宥めた、点てーフ宵∫益た・研究臨である。

 よって本論文は農ll二位を授一与するに蕊ナろものと認め,る。
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